
   
小
特
集  

◆  

東
照
宮 

四
〇
〇
年 

　
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
は
、
徳
川
幕
府
初
代
将
軍
で
あ
っ

た
徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
四
〇
〇
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

家
康
は
死
後
、
東と
う

照し
ょ
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

の
神
号
を
贈
ら
れ
、
日に
っ

光こ
う

東と
う

照し
ょ
う

宮ぐ
う

に
祀ま
つ

ら
れ
ま
し
た
。
本
学
に
は
、
日
光
東
照
宮
や
、
将
軍
が
日
光

に
参
詣
し
た
「
日
光
社し
ゃ

参さ
ん

」
な
ど
に
関
す
る
古
典
籍
史
料
が
多
数

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
は
、
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻
と
の
共
催
に
よ
り
、

特
別
展
「
日
光  

描
か
れ
た
御
威
光
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
際
の
展
示
史
料
の
一
部
に
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
所
蔵
史
料

（
☆
を
付
し
ま
し
た
）
を
加
え
、
東
照
宮
四
〇
〇
年
の
歴
史
の
一
コ

マ
を
紹
介
し
ま
す
。

１  東
とう

照
しょう

大
だい

権
ごん

現
げん

縁
えん

起
ぎ

　　5 巻 1 冊　天
てん

海
かい

 著　江戸時代写

　仮
か

名
な

縁
えん

起
ぎ

と通称される本史料の原本は，3 代将軍家
いえ

光
みつ

に命

じられた天海によって起草された，家康の生涯と，神として

の権威とを解き明かした絵巻物で，寛永 17(1640) 年に日光

東照宮に奉納された。当館所蔵本は，寛文 6(1666) 年 4 月

作成の模本を底本とし，絵を省略した写本である。

〔請求記号 175.932-To72〕

２  大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

教
たか

自
じ

記
き

　　2 巻 2 冊　大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

教
たか

 著
江戸時代写

　家康の家臣大久保忠教 ( 彦
ひこ

左
ざ

衛
え

門
もん

) が子孫への教訓書とし

て著した徳川将軍家の創業史『三
み

河
かわ

物
もの

語
がたり

』の写本である。奥

書に寛永 2(1625) 年の年紀を有する，和
わ

学
がく

講
こう

談
だん

所
じょ

旧蔵。当

時の口語体による本文からは，死してなお家臣から讃美され

る家康の姿を知ることができる。 〔請求記号ヨ 380-182 ☆〕

３  駿
すん

府
ぷ

風
ふ

土
ど

記
き

　　1 巻 1 冊　大正～昭和前期写

　安永年間 (1772-81) に編纂された駿府 ( 静岡県静岡市 ) 周

辺の地誌で，静岡県立中央図書館 葵
あおい

文庫 ( 江戸幕府旧蔵書 )

所蔵本 ( 天保 7(1836) 年写 ) を大正 14(1925) 年以降に謄
とう

写
しゃ

したもの。元和 2(1616) 年 4 月 17 日に逝去した家康が直ち

に葬られた久
く

能
のう

山
さん

東照宮の境内図が載る。笹
ささ

野
の

文庫 ( 笹野堅
けん

)

旧蔵。　　　　　　　　 　　　　 〔請求記号ネ 318-176 ☆〕

４  日
にっ

光
こう

山
さん

御
ご

神
しん

事
じ

記
き

　　1 冊　江戸時代写

　寛永 13(1636) 年は家康の 21 回忌にあたる。3 代将軍家

光は，元和 3(1617) 年に家康を久能山より勧
かん

請
じょう

して建立さ

れた日光東照宮の社殿を造
ぞう

替
たい

し，現存する華麗な建築を誕生

させ，また，ここを舞台とする大規模な法
ほう

会
え

を演出した。そ

の法会記録の写本である。当館所蔵本の料
りょう

紙
し

には，良質な楮
ちょ

紙
し

が用いられている。　　　　　　　 〔請求記号ハ 240-69〕



６  日
にっ

光
こう

拝
はい

覧
らん

文
ぶん

章
しょう

　　 1 冊　 柳
りゅう

塘
とう

山
さん

人
じん

 著

　　東都 ( 江戸 ) : 花
はな

屋
や

久
きゅう

治
じ

郎
ろう

　享和元 (1801)
　　年刊

７  日
にっ

光
こう

拝
はい

覧
らん

文
ぶん

章
しょう

　　16 枚　乙
おと

竹
たけ

岩
いわ

造
ぞう

写
　　　昭和前期

　日光山は 17 世紀半ばごろから霊山として

参詣者を集めるようになった。その参拝手順

を紹介する本史料は，江戸・上野下
した

谷
や

町 ( 東

京都台東区 ) の書
しょ

肆
し

花屋久治郎によって出版

され，手習い用の教科書とされたものである。

当館には，東京文理科大学名誉教授乙竹岩造

が教育史研究のために収集した版本と筆
ひっ

耕
こう

原

稿とが所蔵されている。

〔請求記号ル 185-836； ル 185-1077 ☆：　

いずれも乙竹文庫〕

５  日
にっ

光
こう

山
さん

修
しゅ

善
ぜん

雑
ざっ

記
き

　　3 巻 3 冊　冷
れい

泉
ぜい

為
ため

景
かげ

・伏
ふせ

原
はら

賢
かた

忠
ただ

編
江戸時代写

　家康の 33 回忌にあたる慶安元 (1648) 年には，正保 2(1644)

年の宮
ぐう

号
ごう

宣
せん

下
げ

によって東照宮と号するようになってから初めて

の年
ねん

忌
き

法
ほう

会
え

が将軍家光参列のもとで大規模に執行された。本史

料は，東照宮を司る毘
び

沙
しゃ

門
もん

堂
どう

公
こう

海
かい

の依頼により，京都の公家冷

泉為景・伏原賢忠によって編まれた，このときの記録の写本で

ある。天
てん

台
だい

座
ざ

主
す

良
りょう

尚
しょう

法
ほっ

親
しん

王
のう

の跋
ばつ

( 後書き ) が添えられている。

  〔請求記号ハ 240-70〕

８  尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がく

日
に

本
ほん

歴
れき

史
し

 児
じ

童
どう

用
よう

 巻 2　　1 巻 1 冊　文
もん

部
ぶ

省
しょう

 編
東
とう

京
きょう

書
しょ

籍
せき

　大正元 (1912) 年刊
　近代における初等教育用の教科書は，明治 35(1902) 年の教科書疑獄事

件を機に国定とされた。日本歴史の国定教科書には，徳川家康の生涯が取

り上げられた。本史料は，滝
たき

野
の

川
がわ

( 東京都北区 ) の寿
じゅ

徳
とく

寺
じ

住職宮
みや

木
き

宥
ゆう

弌
いつ

に

より東京文理科大学へ寄贈された教科書コレクションに含まれる。

〔請求記号ヘ 000- 宮 967：宮木文庫 ☆〕

筑波大学附属図書館常設展解説シート「小特集  東照宮 400 年」

執筆　山 澤　学（附属図書館研究開発室員・人文社会系准教授）
平成 28 （2016）年 1 月 26 日　 　編集・発行　筑波大学附属図書館研究開発室「附属図書館における貴重資料の保存と公開」プロジェクト

電子展示「日光  描かれた御威光」（http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/nikkoshasan/index.html）も，あわせてご覧ください。

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/nikkoshasan/index.html



